
大学院生の教育スキル向上を主目的とした
オンラインコミュニティの設立

文部科学省スキームD 第2回定例会

2022年2月7日

瀬崎 颯斗 正司 豪 明石 寛太

1



チームメンバー紹介

同志社大学社会学部教育文化学科 4年

東京大学大学院新領域創成科学研究科に進学予定

瀬崎 颯斗 正司 豪

早稲田大学人間科学部教育工学専攻４年

早稲田大学大学院人間科学研究科に進学予定
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チームメンバー・メンター紹介

京都大学教育学部 4年

京都大学大学院教育学研究科に進学予定

メンター：堀下恭平さん

株式会社しびっくぱわー代表取締役
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明石 寛太



本日の流れ

１．私たちの問題意識

２．これまでの取り組み

３．今回お伺いしたいこと
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１．私たちの問題意識



突然ですが・・・

皆さんにご質問です！
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大学院生の頃どんな生活を送っていましたか？

自宅と研究室を往復する毎日だった

お金がなく仕事との両立で大変だった

とにかく研究に没頭していた
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教育に関するスキルをいつどこで身につけましたか？

大学教員になってからの研修（FD）

自分の受けてきた授業を思い出して
見よう見まねで行った

同僚・先輩からの指導で上達した
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おそらく今も昔も・・・

大学教員を志す大学院生の姿は

ほとんど変わらない？
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大学教員の主な仕事

研究 教育

社会
貢献

管理
運営
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大学院教育でも業績評価でも
最も重要視されている

教育業績評価の高まり

教育経験・シラバス・模擬授業
などから教育力が問われる

科学コミュニケーション

研究の知見を社会に還元する



2018年大学院設置基準改定により・・・

大学院生のための教育研修（プレFD）

機会または情報提供の努力義務化

プレFDの導入率は、博士課程を有する大学の10％に満たない状況
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プレFDの先進的な事例と全国的な課題
東京大学「FFP＆ミニレクチャプログラム 」 大阪大学「未来の大学教員養成プログラム」

毎年約100人の修了生
公開セミナーでの実践機会

基礎・応用・統合の段階的なキャリア開発
修了生のネットワーク形成

多くのプレFDプログラムが、学内の大学院生に限られている。

プログラムがない大学の大学院生は、体系的な研修・教育実践活動の機会がない。

日本全国の大学院生が参加できる
オンラインコミュニティが必要ではないか？
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大学院生の教育スキル向上を主目的とした
オンラインコミュニティの設立

全国各地の大学院生のヨコのつながり 教育・学習に関するスキルの向上
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研究と教育の好循環

教
育

研
究
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２．これまでの取り組み



これまでの取り組み

コミュニティの

活動基盤の構築

コミュニティメンバーとなる

大学院生の募集

活動の充実化

コミュニティの拡大

16

来年度4月以降10月ピッチ～現在 成果発表会以降



これまでの3つの取り組み

教育に関する知識・スキルの習得

オンラインの公開セミナー

高校における探究学習の教材開発
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これまでの3つの取り組み

教育に関する知識・スキルの習得

オンラインの公開セミナー

高校における探究学習の教材開発
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教育に関する知識・スキルの習得

東京大学「インタラクティブ・ティーチング」

MOOCs（Coursera）での受講推奨・サポート

インプット

大学院生による相互のフィードバック専門家によるオンライン研修

一人ひとりの専門性が活かされた授業

初学者にもわかりやすく、面白い授業
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https://www.coursera.org/learn/interactive-teaching


教育に関する知識・スキルの習得

東京大学「インタラクティブ・ティーチング」

MOOCs（Coursera）での受講推奨・サポート

インプット

専門家によるオンライン研修
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◦瀬崎・正司の2名が受講修了

◦授業作成を行う際のテキストとして活用

◦ミーティングの冒頭で動画視聴

https://www.coursera.org/learn/interactive-teaching


これまでの3つの取り組み

教育に関する知識・スキルの習得

オンラインの公開セミナー

高校における探究学習の教材開発
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これまでの3つの取り組み

教育に関する知識・スキルの習得

オンラインの公開セミナー

高校における探究学習の教材開発
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オンラインの公開セミナー

個人中心の
実践活動

ICTの魅力を活かした双方向型授業 自身の研究内容・専門分野

23

例；
◦ 教育格差と大学進学

◦ 行動経済学とは何か？

◦ 夏目漱石の一生

◦ 宇宙はどのように誕生したか？

◦ 日常にあふれる数学の面白さ

オンライン環境での教育実践機会



1月に大学生対象のセミナーを開催

個人中心の
実践活動
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卒業論文の研究内容を基に作成

◦ テーマは「大学で成長する学生」

◦ 自身の研究を振り返り、見直す機会になった

参加大学生からの嬉しい感想

◦ 「研究の内容をもっと知りたくなった」

◦ 「大学院進学後の話もぜひ聞きたい」



2月にFDフォーラムに登壇予定

個人中心の
実践活動
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大学コンソーシアム京都主催シンポジウム2

◦ 「プレFD」に関しての発表機会をいただきました。

◦ 高等教育研究の知見、スキームDでの取り組み、

学生なりの視点を交えて、お話ししてきます！



これまでの3つの取り組み

教育に関する知識・スキルの習得

オンラインの公開セミナー

高校における探究学習の教材開発
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これまでの3つの取り組み

教育に関する知識・スキルの習得

オンラインの公開セミナー

高校における探究学習の教材開発
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高校における探究学習の教材開発

例；
◦ リサーチ・クエスチョンの立て方

◦ アカデミック・ライティング

◦ アンケートの作成方法

◦ インタビューの方法

◦ 実験デザイン

協同での
実践活動

高校・企業との連携による横展開 研究手法・アカデミックスキル
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単発の授業ではない、連続したコースデザインを行う機会

調査・研究の手法を学び、より高度な探究学習へ



メンバー3人でシラバスを作成

協同での
実践活動
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全5回のシラバス・授業案

目標：「高校生のみなさんが、自分自身の興味関心を

深めて、探究活動のテーマを説明できるようになる。」

全5回 内容

第1回 研究と勉強の違いとは？

第2回 自分の関心のある学問分野を知ろう

第3回 あなただけの問いを見つけてみよう

第4回 テーマにあった研究方法を考えてみよう

第5回 自分の「探究テーマ」を説明してみよう

作成したシラバス・授業案

https://docs.google.com/document/d/13U59TTXryAR5BsoXlZuDFNNG8zoZBMYQsStP5ep3SPU/preview


LearnWiz「授業ラボ」での実践共有

協同での
実践活動
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シラバス・授業案検討会を実施

◦ Zoom参加約15名、YouTube視聴約130回。

◦高校教員2名、大学教員1名から連絡をい

ただき、現在ヒアリングを実施中。

◦吉田先生、中條さん本当にありがとうござ

います！

Youtubeのアーカイブ動画リンク

https://www.youtube.com/watch?v=GsCWrd2jUz4


実際にいただいたコメント～良いところ～

協同での
実践活動

31

学部生が大学院生の教育力向上を企画していることに深く感銘を受けました。
文科大臣への報告が必要です。

主にインターネットで情報を収集して、意見を述べて終わってしまうという生徒も多い。

研究方法について体系的に学べる授業は、生徒だけではなく、高校教員のためにもなる。



実際にいただいたコメント～より良くできる点～

協同での
実践活動
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高校生は、「研究らしさ」や「テーマの壮大さ」にとらわれて、身近なところから問いを立てることが難しい。

面白い問いを立てて研究しても、その過程を面白がってくれる教員が少ない。

大学院生が講義をするだけでなく、メンターとして問いを立てるサポートも必要になるのではないか。
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３．今回お伺いしたいこと



いま現在悩んでいること
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コミュニティとして、どんな活動に注力していくか？

◦探究学習支援に本格的に参入していくべきか

◦ 教育現場のニーズは一定数ある

◦ メンターとしての関わり方や学校連携のコストが高い

◦ 大学院生の教育力向上に本当につながるのか

◦他の活動があるとしたらどのようなものがありえるか

◦ 研究発表・交流会

◦ 教育について深く学ぶイベント

◦ 授業ツールを使ってみるイベント など



みなさんにお伺いしたいこと
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研究 教育

社会
貢献

管理
運営

大学院生のうちに培ってほしい能力・経験は？

◦特に、「教育」や「社会貢献」の観点で準備できることは？

◦ 大学関係者の方：過去のご自身の経験や、現在の大学院生や若

手の大学教員を見ていて思うことからのご意見。

◦ 企業や行政の方：専門性の高い人材を採用する際や、共同でプロ

ジェクトを進める際に思うことからのご意見。

その他、活動に対するご質問・ご感想・応援メッセージ



今後のお問い合わせはこちらから
ご感想やアイデアをぜひお寄せください！ お問い合わせ・ご意見収集フォーム
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https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdoIN7cePiicsP7IsstL-rXxZCih7LPvyuKl9ARmRmAxkzlhw/viewform
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ご清聴ありがとうございました！
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